


知的障がい特別支援学校用校内研修シート３　 <教科等指導力向上研修講座から>

「目指す児童生徒の姿から、授業づくりを考えよう！」





研修シートに取り組む前に　～授業づくりを行う上で押さえておきたいポイント

ポイント１　カリキュラム・マネジメントの3つの側面を通して、組織的かつ計画的に
各学校の教育活動の質を高めていくことが重要
ア　児童生徒や学校、地域の実態を適切に把握し、教育活動の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと
イ　教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと
ウ　教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともにその改善を図っていくこと

ポイント２　各教科の指導に当たっては、各教科の段階に示す内容を基に、児童又は生徒
の知的障がいの状態や経験等に応じて、具体的に指導内容を設定し、小学部は６年間、中学部は３年間を見通して計画的に指導すること















研修シート3の取り組み方　～研修シートを活用するための手順～



① 対象とする教科等を１つ決めて、基本情報を記入します。（4分）

② 授業後の児童生徒の姿を考えて、「目指す児童生徒の姿」を記入します。（5分）

③ 「目指す児童生徒の姿」から、「何ができるようになるか」、「何を学ぶか」、「どのように学ぶか」について考え、記入します。（15分）



※交流を通して、変更や修正したいことがあれば、
すぐに書き直しましょう。

④ 単元計画を作成する場合は、左側の記入欄を、１単位時間の学習指導案を作成する場合は、右側の記入欄を活用します。どちらを作成するか決めてください。（１分）

⑤ ②や③を参考にしながら、授業づくりに必要な単元計画や学習指導案、どちらかを完成させます。
（15分）

[image: ]

①




③
ここまで書くことができたら、
他の先生と交流しましょう。（10分）






④
⑤


②
完成させた単元計画及び学習指導案について、
他の先生と交流しましょう。（10分）
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